	５　通報連絡
	６　消火活動
	７　消防隊誘導

	①　非常ベルを鳴らす。

②　１１９通報をする。

③　電話が使えない場合の通報方法を考えておく。

④　通報内容は「火事です佐用町○○の○○です。○○が燃えています。」等とする。
○
	①　大声で皆に知らせる。

②　叩き消し、水バケツ、水道ホース等を使用する。

③　消火器を使用する。

④　火を見ても慌てず落ち着いて行動する。

⑤　天井に燃え移ったら初期消火を中止して避難する。
○
	①　消防車両を誘導する。

②　消防隊員を誘導する。

③　消防隊員に出火場所、危険物品の在否、避難状況、その他消火活動上必要な情報を伝える。

④　消防車が進入できるよう道路等の雑品等の整理
○

	○○○○○　を実施
	○○○○○○　を実施
	○○○○○　を実施

	８　避難・通報・消火訓練計画
	・消防訓練の内容は次のとおりとする。

①　消火器訓練（模擬火災を消火する。）

②　水バケツ、水道ホースによる消火訓練（手近な水を使う訓練）

③　通報訓練（１１９通報訓練）

④　避難訓練（避難器具等を使用して、各室から扉、窓を閉めて避難）

⑤　総合消防訓練（消防隊と協力して訓練）
○
	・訓練実施上の注意事項
①　年（１回・２回）以上実施する。

②　消防訓練は写真等でできるだけ記録しておく。
③　随時又は新入社員等の採用時に必要な防災教育を行う。
④　訓練実施時にはあらかじめ消防署に連絡する。
5 避難訓練については安全上の配慮を行う。
○

	
	○○○○○○　を実施
	○○○○○○　を実施

	９　消防用設備等の点検計画
	①　消防用設備等の機器点検を６ヶ月ごとにし、総合点検を１年に１回実施する。

②　その点検の結果を毎年　　月に報告する。

③　その点検の結果を３年に１回　　月に報告する。

④　上記の法定点検は（自社・委託）で行い、委託の場合の委託先は下記のとおりである。

○
	消防用設備等
	設置は○
	誘導灯
	

	
	
	消火器
	
	避難器具
	

	
	
	非常ベル
	
	
	

	
	
	自動火災報知設備
	
	
	

	
	
	漏電火災警報器
	
	
	

	
	○○○○○　を実施

	
	設備名
	点検委託業者
	設備名
	点検委託業者

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	　火気管理等
	①　各部署ごとに火元責任者を定め、法令の定めるところにより喫煙、裸火、厨房、ボイラーなどの火気管理を行わせ、その業務の実施について必要な事項は社（店）内防火規則に定める。

②　日常消防用設備等の自主点検を行い、その内容、方法については社（店）内防火規則に定める。

③　防火管理台帳を常に整理し、防火管理について必要な記録をする。

○

	
	○○○○　を実施

	　地震対策等
	①　地震発生直後は、身の安全を第1とし、2次災害防止のため速やかに使用中の火を消す。

②　火気使用は自粛し、使用に際しては火気使用設備・器具の安全を確認し出火防止に努める。

③　在館者（客・従業員）の安否確認、負傷者等の救済等の方法について協議する。

④　自主的に又は防災機関の避難勧告により避難する。

5 地震に備えて、医薬品、携帯ラジオ、飲料水等の必要品を備える。

○

	
	○○○○○○　を実施


